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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月13日(2013.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイオマスから高炭素含量生成物を製造するための方法であって、
　バイオマス油を分解反応容器に添加する工程と、
　前記分解反応容器中で、前記バイオマス油を分解するのに十分な時間をかけて、真空の
条件から２０，７００ｋＰａ（３０００ｐｓｉａ）までの範囲の圧力、および１００℃～
８００℃の範囲の温度で前記バイオマス油を分解する工程と、
　分解されたバイオマス油からタールを分離する工程と、
　少なくとも５０重量％の炭素を含有する高炭素含量生成物になるまで前記タールを減少
させるのに十分な時間をかけて、真空の条件から２０，７００ｋＰａ（３０００ｐｓｉａ
）までの範囲の圧力で、２００℃～１５００℃の範囲の温度に前記タールを加熱する工程
と
を含む方法。
【請求項２】
　前記高炭素含量生成物が、少なくとも７０重量％の炭素を含有する、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記高炭素含量生成物が、少なくとも９０重量％の炭素を含有する、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　分解されたバイオマス油からタールを分離する前記工程が、溶媒抽出、蒸留、反応蒸留
、蒸発、膜分離、化学反応およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記バイオマス油が、植物油、微生物脂質、動物性脂肪、トリアシルグリセリド、長鎖
脂肪酸、長鎖脂質およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１に記載の方
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法。
【請求項６】
　前記バイオマス油が、大豆油、キャノーラ油、パーム油、ヒマワリ油、トウモロコシ油
、亜麻仁油、ジャトロファ油、綿実油、紅花油、ハマナ油、月見草油、ゴマ油、菜種油、
オリーブ油、ヤシ油、カメリナ油、ホホバ油、およびそれらの組合せからなる群から選択
される植物油である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記バイオマス油が、前記分解反応容器中で、３００℃～７００℃の範囲の温度に加熱
される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記バイオマス油が、前記分解反応容器中で、最大で５００分間加熱される、請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
　前記バイオマス油が、前記分解反応容器中で、不活性ガス、窒素、水蒸気、水素、気相
有機化学物質の混合物およびそれらの組合せからなる群から選択される気体とともに加熱
される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　アルミナ、シリカ－アルミナ、硫酸化金属酸化物、ゼオライト、パラジウム、ニオブ、
モリブデン、白金、チタン、アルミニウム、コバルト、金およびそれらの組合せからなる
群から選択される触媒が、前記分解反応容器に添加される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記タールが、４００℃～８００℃の範囲の温度に加熱される、請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記タールが、最大で５００分間加熱される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記タールが、不活性ガス、窒素、水蒸気、水素、気相有機化学物質の混合物およびそ
れらの組合せからなる群から選択される気体とともに加熱される、請求項１に記載の方法
。
【請求項１４】
　前記高炭素含量生成物を処理して、活性炭またはカーボンブラックにする工程をさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも５０％の炭素を含有する、請求項１に記載の方法によって製造される高炭素
含量生成物。
【請求項１６】
　少なくとも７０％の炭素を含有する、請求項１５に記載の高炭素含量生成物。
【請求項１７】
　少なくとも９０％の炭素を含有する、請求項１６に記載の高炭素含量生成物。
【請求項１８】
　バイオマスから、低い曇り点を有する、高炭素含量生成物、短鎖カルボン酸および燃料
組成物を製造するための方法であって、
　反応容器中で、バイオマス油を分解するのに十分な時間をかけて、真空の条件から２０
，７００ｋＰａ（３０００ｐｓｉａ）までの範囲の圧力、および１００℃～８００℃の範
囲の温度に前記バイオマス油を加熱する工程と、
　Ｃ４～Ｃ１６のアルカン、アルケン、芳香族化合物、シクロパラフィン、もしくはアル
コール；Ｃ２～Ｃ１６の脂肪酸；またはＣ２～Ｃ１６の脂肪酸メチルエステルのうちの少
なくとも１つを含む分解されたバイオマス油の留分を収集し、分解されたバイオマス油の
収集された留分を組み合わせて、－１０℃未満の曇り点を有する燃料組成物を製造する工
程と、
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　Ｃ２～Ｃ１６のカルボン酸を含有する前記分解されたバイオマス油から混合物を収集す
る工程と、
　前記分解されたバイオマス油からタールを分離し、少なくとも５０重量％の炭素を含有
する高炭素含量生成物になるまで前記タールを減少させるのに十分な時間をかけて、真空
の条件から２０，７００ｋＰａ（３０００ｐｓｉａ）までの範囲の圧力で、２００℃～１
５００℃の範囲の温度に前記タールを加熱する工程と
を含む方法。
【請求項１９】
　前記バイオマス油が、植物油、微生物脂質、動物性脂肪、トリアシルグリセリド、長鎖
脂肪酸、長鎖脂質およびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１８に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記高炭素含量生成物が、少なくとも７０重量％の炭素を含有する、請求項１８に記載
の方法。
【請求項２１】
　前記バイオマス油は、無触媒で、前記分解反応容器中で加熱される、請求項１に記載の
方法。
【請求項２２】
　前記バイオマス油は、無触媒で、前記反応容器中で加熱される、請求項１８に記載の方
法。
【請求項２３】
　少なくとも５０重量％の炭素を含有する前記高炭素含量生成物は、無触媒で生成される
、請求項１に記載の方法。 
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